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弘
化
三
丙
午
年
閏
五
月
二
十
七
日
朝
五
ツ
時
頃
、
異
国
船
三
崎
城
が
島
沖
に
程
近
く
乗
込
来
る
趣
、
三

崎
町
久
野
又
兵
衛
手
代
安
五
郎
と
申
者
大
音
に
御
陣
屋
内
往
来
に
觸
廻
る
、
其
時
御
陣
屋
一
統
三
島
浜

え
面
々
手
鎗
に
て
押
出
し
、
直
様
船
の
仕
度
致
し
乗
出
る
、
即
乗
合
の
士
十
二
人
、
城
ケ
島
沖
え
乗
出
し

候
処
、
風
波
強
く
進
も
手
間
取
り
、
や
ふ
や
ふ
三
里
半
程
も
南
の
方
へ
乗
出
し
候
処
、
異
船
二
艘
近
く
乗

込
来
る
、
予
乗
上
り
候
船
は
先
に
乗
込
ま
わ
り
た
る
、
近
く
に
相
成
見
る
に
異
人
一
統
白
装
束
に
て
小
筒

の
先
に
剣
を
付
、
鎗
の
ご
と
く
し
て
立
並
び
し
有
様
は
稲
麻
竹
葦
の
ご
と
く
何
の
こ
と
も
な
く
、
白
装
束

故
白
鷺
の
集
り
し
ご
と
く
な
り
、
予
異
船
へ
乗
付
さ
れ
と
も
未
だ
二
間
程
へ
だ
た
り
居
候
得
共
、
異
船
よ

り
腕
木
二
間
程
も
出
居
候
に
、
高
さ
二
間
程
高
く
鎖
張
り
て
有
、
こ
こ
に
予
飛
付
と
び
上
ら
ん
と
す
る
処

に
、
右
の
鎖
ゆ
る
み
て
海
中
え
両
足
踏
落
し
、
さ
れ
ど
も
身
を
か
へ
し
異
船
の
大
筒
足
だ
ま
り
と
し
て
二

番
乗
の
内
予
壱
番
に
乗
上
る
、
続
い
て
作
治
政
記
片
手
は
ん
み
押
上
る
、
其
余
は
次
第
次
第
に
押
登
る
、

二
番
乗
の
面
々
壱
番
乗
の
船
え
三
尺
も
予
が
船
後
れ
乗
付
候
を
残
念
に
存
、
二
番
乗
の
面
々
の
抜
身
の

下
を
か
い
く
ぐ
り
無
理
に
飛
入
申
候
、
一
番
乗
の
面
々
は
上
る
場
所
よ
り
多
く
上
る
、
二
番
乗
は
大
筒
の

矢
さ
ま
よ
り
飛
込
申
候
、
予
直
様
大
壱
番
に
膝
の
御
船
印
も
ち
上
る
、
四
方
を
見
廻
し
候
処
、
東
方
松
下

総
守
様
御
人
数
三
方
よ
り
押
来
る
、
又
北
に
當
て
浦
賀
御
人
数
押
来
る
、
右
の
御
船
印
持
上
る
処
、
異
人

大
勢
集
り
、
異
船
よ
り
お
ろ
せ
お
ろ
せ
と
申
手
真
似
に
て
何
れ
ハ
ア
ハ
ア
ハ
ア
ハ
ア
申
、
予
が
持
居
候
御

船
印
に
取
付
大
勢
大
さ
わ
ぎ
に
候
間
、
予
片
手
に
御
船
印
を
持
、
片
手
に
て
手
真
似
に
親
指
を
出
し
候

得
ば
異
人
静
ま
り
申
候
に
付
、
猶
又
親
指
を
出
し
、
〇
う
と
申
手
真
似
い
た
し
、
予
が
鼻
へ
指
差
壱
番
に

上
り
候
印
に
建
る
と
申
手
真
似
い
た
し
候
へ
ば
、
早
速
異
人
承
知
致
候
に
付
、
異
船
の
み
よ
し
の
方
へ
罷

越
し
右
の
御
船
印
を
ふ
り
廻
し
申
候
、
直
様
異
人
共
御
船
印
を
手
傳
ひ
、
み
よ
し
に
立
呉
申
候
、
予
異
人

に
向
ひ
世
話
に
相
成
候
と
申
手
真
似
い
た
し
、
こ
れ
は
手
傳
呉
候
間
挨
拶
也
、
其
時
異
人
御
船
印
に
指

差
日
本
法
と
申
候
、
予
親
指
差
出
し
頭
分
は
何
方
に
罷
在
哉
と
申
手
真
似
致
し
候
へ
ば
、
異
人
予
が
胸

を
取
候
に
付
、
打
捨
置
一
覧
致
居
候
得
ば
、
其
侭
異
船
の
と
も
の
方
え
召
連
、
高
き
処
へ
案
内
致
し
、
頭

分
と
お
ぼ
し
き
こ
ろ
も
の
ご
と
き
衣
服
を
着
し
罷
在
候
男
の
前
え
連
行
候
処
、
亦
々
同
様
予
が
胸
を
彼

の
頭
分
の
男
取
り
候
に
付
、
前
書
の
通
り
打
捨
置
候
処
、
上
座
の
方
え
座
し
候
様
頭
分
の
男
手
真
似
い 
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た
し
、
頭
分
の
男
挨
拶
の
礼
に
相
見
え
、
手
を
合
右
の
手
を
差
上
げ
申
候
に
付
、
此
の
方
に
て
も
日
本
通

り
挨
拶
致
し
候
、
頭
分
の
男
横
文
字
を
認
め
出
し
候
に
付
、
予
不
知
と
申
心
持
に
て
頭
を
ふ
り
申
候
、
乗

船
致
し
候
面
々
、
予
を
は
じ
め
一
統
手
拭
を
ま
き
、
帆
を
ま
け
と
申
真
似
致
し
、
或
は
陣
羽
織
ぬ
ぎ
て
ま

く
真
似
致
し
、
帆
を
ま
き
し
様
大
勢
に
て
申
聞
候
得
共
、
一
向
に
異
人
相
集
り
居
候
て
も
取
合
不
申
候
、

先
方
に
て
も
が
て
ん
不
参
様
子
に
て
有
之
候
、
予
を
は
じ
め
四
五
人
申
合
、
頭
分
の
男
の
手
を
取
り
帆
柱

の
側
に
召
連
参
り
、
帆
を
ま
く
真
似
い
た
し
、
観
音
崎
の
方
え
一
統
指
差
、
亦
異
船
の
大
筒
え
指
差
、

数
々
並
べ
有
之
、
彼
地
え
乗
込
候
は
ば
、
此
船
み
ぢ
ん
に
打
破
る
と
申
手
真
似
、
其
上
我
々
共
腹
切
候
、

果
て
ず
は
不
相
成
と
申
手
真
似
致
候
へ
共
、
腹
切
よ
り
は
片
は
し
よ
り
切
倒
し
申
候
と
手
真
似
い
た
し

候
得
ば
、
頭
分
の
男
驚
き
候
様
子
に
て
、
や
ふ
や
ふ
の
事
に
て
先
方
承
知
致
し
、
彼
の
男
大
船
の
方
え
指

差
、
大
船
え
帝
居
の
旨
、
大
船
止
り
候
は
ば
、
此
船
供
ふ
ね
に
付
留
り
可
申
旨
手
真
似
致
候
て
、
早
々
大

船
の
方
え
誰
な
り
日
本
人
の
内
罷
越
、
右
の
訳
申
呉
候
様
子
手
真
似
に
て
申
聞
候
、
並
に
日
本
腹
切
と

有
、
夫
よ
り
異
人
を
片
は
し
よ
り
切
候
と
日
本
人
申
候
間
、
早
々
に
大
船
止
り
候
様
申
呉
候
様
に
と
頭

分
の
男
頼
有
之
に
付
、
直
様
船
手
組
を
大
船
の
方
え
差
遣
し
、
右
の
様
子
を
日
本
人
乗
船
の
面
々
え
申

遣
候
へ
ば
、
先
方
乗
船
の
日
本
人
承
知
の
旨
答
有
之
、
間
も
な
く
大
船
の
方
帆
を
ま
き
野
比
濱
沖
え
船
を

止
、
右
に
付
此
方
の
異
船
頭
分
の
男
先
の
船
止
候
間
、
此
船
帆
を
ま
き
留
る
間
安
堵
い
た
せ
る
也
申
手
真

似
致
し
、
日
本
人
の
気
を
休
め
居
様
に
と
申
手
真
似
致
し
候
、
彼
男
船
奉
行
と
も
お
ぼ
し
き
男
を
召
呼
何

れ
下
知
致
し
申
傳
候
へ
ば
、
船
奉
行
の
男
短
き
笛
を
吹
き
候
へ
ば
、
水
手
の
人
々
帆
柱
又
帆
縄
ば
し
ご
え

登
申
候
、
右
の
船
奉
行
日
本
に
て
相
用
■
ふ
る
と
申
様
な
る
銀
に
て
拵
申
候         

ご
と
き
此
の
二

尺
斗
の
物
を
口
え
當
て
、
色
々
申
指
図
致
し
候
へ
ば
、
早
速
に
帆
を
ま
き
申
候
て
、
同
様
野
比
濱
に
船
を

止
る
間
も
な
く
、
亦
々
頭
分
の
男
横
文
字
其
外
色
々
わ
か
り
不
申
手
真
似
い
た
し
候
間
、
此
方
に
て
は
相

知
不
申
と
申
手
真
似
、
横
文
字
も
同
様
不
知
と
申
手
真
似
に
て
頭
を
ふ
り
候
得
ば
、
頭
分
の
男
何
れ
外

異
人
に
申
付
候
得
ば
、
間
も
な
く
人
物
も
違
ひ
候
人
下
よ
り
手
を
合
、
両
の
手
を
差
上
候
得
ば
、
頭
分
の

男
頭
を
少
し
動
し
候
て
、
文
字
認
め
候
真
似
致
候
へ
ば
、
右
三
人
の
内
二
十
二
三
歳
の
男
、
此
方
え
向
日

本
と
認
出
し
見
せ
候
に
付
、
夫
で
は
相
知
れ
候
と
申
手
真
似
一
統
に
て
致
し
候
得
ば
、
右
の
三
人
頭
分
の

男
に
向
何
れ
申
候
、
右
三
人
は
け
し
坊
主
に
て
髪
の
長
き
事
、
三
四
尺
と
も
お
ぼ
し
き
右
の
毛
を
三
と
り

に
致
頭
を
ま
き
居
候
、
右
の
二
十
二
三
歳
の
男
、
紙
と
白
箸
の
様
な
る
物
を
持
来
り
、
右
の
白
箸
の
様
成
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物
を
小
刀
に
て
四
方
を
け
づ
り
、
筆
の
様
に
致
し
、
右
の
品
に
て
文
字
を
認
め
申
候
、
右
の
箸
の
中
よ
り

墨
出
申
候
、
予
軍
船
何
如
と
認
、
右
の
男
の
前
に
差
出
す
、
右
の
男
認
る
は
蘭
地
花
旗
軍
船
水
手
壱
百
五

十
人
、
帝
名
は
日
本
不
敵
と
答
ふ
、
予
又
問
、
皆
同
国
欵
と
申
手
真
似
に
て
と
ふ
、
右
の
男
南
京
三
人
亜

利
か
五
人
、
あ
と
は
同
国
外
黒
ん
坊
と
申
手
真
似
に
て
黒
ん
坊
に
指
差
す
、
予
又
問
、
名
は
何
と
申
、
国

は
何
と
云
と
申
心
に
て
国
と
認
め
出
す
、
南
京
人
と
右
の
男
答
、
又
問
名
と
認
出
す
、
南
京
人
答
名
は
信

と
答
、
予
又
問
位
と
認
め
出
す
、
南
京
人
答
大
夫
下
に
と
答
、
予
又
亦
問
、
孔
子
を
不
知
哉
と
申
心
持
に

て
問
は
孔
子
と
認
め
出
す
、
南
答
は
万
国
聖
と
答
、
南
京
人
日
本
の
婦
人
人
形
を
び
い
ど
ろ
の
鏡
の
内
に

繪
書
有
を
持
出
し
為
見
候
、
其
髪
形
島
田
の
女
に
眉
な
く
、
歯
を
黒
く
染
し
女
の
形
を
出
し
、
南
問
歯
を

染
め
眉
を
落
し
候
は
何
如
ぞ
と
、
予
答
二
つ
と
も
嫁
印
と
認
出
す
、
南
聖
国
と
認
出
し
右
の
手
を
差
上
る
、

予
大
筒
に
指
差
、
人
の
国
え
武
器
を
か
ざ
り
大
面
に
て
罷
越
候
は
格
外
不
礼
な
る
儀
と
存
候
に
付
、
南

京
人
に
向
不
礼
と
認
出
す
、
南
答
大
筒
え
指
差
不
動
と
申
手
真
似
致
し
候
、
南
京
人
赤
面
の
体
に
有
之
、

且
亦
日
本
人
乗
船
致
候
面
々
一
統
に
腰
兵
糧
を
遣
ひ
候
処
、
異
人
大
勢
相
集
ま
り
見
物
致
し
居
候
て
、

其
節
異
人
日
本
米
宜
き
と
申
手
真
似
い
た
し
、
先
方
の
米
を
持
出
し
見
せ
申
候
処
、
此
方
一
統
に
て
一

覧
致
し
候
に
異
国
の
米
細
長
く
し
て
し
い
な
米
の
ご
と
く
有
之
候
、
此
方
兵
粮
遣
ひ
仕
舞
候
節
、
異
人
ぎ

や
ま
ん
の
湯
桶
の
様
な
る
器
を
臺
に
の
せ
持
出
し
、
同
じ
ぎ
や
ま
ん
の
桔
梗
の
花
の
ご
と
き
茶
碗
を
、
是

又
臺
に
載
せ
持
参
り
、
此
方
の
面
々
え
向
食
事
致
し
て
、
後
は
水
を
呑
み
候
ま
で
は
落
付
不
申
と
申
手
真

似
致
し
、
自
分
毒
味
致
し
候
間
、
日
本
人
一
統
に
て
呑
み
候
、
右
此
方
一
統
兵
糧
入
れ
の
明
に
相
成
候
時

に
、
兵
糧
方
役
人
稲
田
弥
次
右
衛
門
申
候
に
は
、
兵
粮
差
上
可
申
間
、
御
面
に
入
れ
物
一
ま
と
め
致
、
此

方
の
船
に
な
げ
落
し
候
様
申
に
付
、
即
ち
な
げ
落
し
候
処
に
、
早
速
に
右
の
入
物
え
兵
粮
を
入
、
又
一
ま

と
め
に
い
た
し
竹
の
棒
の
先
に
付
、
異
船
に
乗
込
み
居
候
面
々
え
相
渡
可
申
と
、
下
よ
り
差
出
し
候
得
ば
、

上
に
て
請
取
候
を
、
異
人
以
て
の
外
立
腹
の
体
に
て
、
何
れ
不
分
義
を
わ
ア
わ
ア
申
、
元
の
弥
次
右
衛
門

の
船
へ
な
げ
戻
し
候
に
付
、
此
方
相
談
致
し
高
石
園
治
頭
分
の
男
の
前
に
罷
越
し
、
食
事
致
し
候
真
似
い

た
し
候
て
、
何
卒
右
の
品
を
上
げ
さ
せ
呉
候
様
、
手
を
合
せ
頼
み
候
得
ば
、
異
人
大
勢
打
寄
頭
分
の
男
に

向
、
火
薬
と
存
候
に
付
、
先
の
舟
え
な
げ
落
し
申
候
旨
、
異
人
手
真
似
い
た
し
候
、
左
様
致
し
候
と
頭
分

此
方
一
統
に
向
、
手
真
似
に
て
兵
粮
を
な
げ
落
し
候
は
不
礼
致
し
候
旨
、
手
真
似
に
て
挨
拶
有
之
、
其
上

早
速
に
兵
粮
を
為
上
可
申
旨
、
厚
く
手
真
似
に
て
呉
々
挨
拶
に
及
、
全
く
火
薬
と
心
得
申
候
故
、
失
礼
致
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し
候
と
手
真
似
致
し
候
、
此
方
に
て
は
予
罷
出
、
挨
拶
も
不
致
、
兵
粮
を
船
中
え
入
れ
候
は
不
宜
と
申
手

真
似
に
て
挨
拶
致
し
候
、
早
速
異
人
縄
を
下
げ
兵
粮
を
上
げ
呉
候
、 

且
又
菓
子
の
類
其
外
食
物
異
人
持

来
り
、
一
統
え
呉
申
候
、
一
々
毒
味
い
た
し
呉
候
事
に
候
、
頭
分
の
男
何
れ
外
の
異
人
を
呼
申
付
候
て
、

早
速
に
六
角
の
ぎ
や
ま
ん
の
徳
利
と
、
日
本
に
て
水
呑
の
形
の
様
な
る
銀
の
器
を
添
、
臺
に
乗
せ
持
来
る
、

頭
分
の
男
右
の
器
に
酒
の
様
な
る
物
を
つ
ぎ
毒
味
致
し
、
浦
賀
同
心
え
遣
候
、
其
節
南
京
人
つ
ぎ
役
に
有

之
、
南
一
物
に
指
さ
し
小
酒
と
認
め
出
す
、
此
方
一
統
一
礼
す
、
其
節
頭
分
の
男
右
の
器
に
て
三
ツ
呑
み

候
と
、
よ
ろ
け
申
と
云
ふ
手
真
似
致
し
、
伏
す
と
申
真
似
致
し
候
、
浦
賀
同
心
一
ツ
呑
て
頭
分
の
男
え
戻

す
、
頭
分
男
二
ツ
續
け
て
呑
み
、
一
統
え
と
申
手
真
似
致
し
為
呑
申
候
、
南
京
人
小
酒
と
認
め
出
し
候
に

付
、
予
考
ふ
る
に
大
酒
も
有
之
哉
と
存
候
に
付
、
南
京
人
に
向
ひ
大
酒
と
認
め
出
す
、
左
様
い
た
し
候
へ

ば
、
南
京
人
頭
分
の
男
に
向
、
何
れ
不
分
義
を
申
候
へ
ば
、
頭
分
の
男
承
知
致
し
候
様
子
に
候
ヘ
ば
、
南

京
人
亦
同
様
に
入
持
来
り
、
頭
分
の
男
の
前
に
置
く
、
頭
分
の
男
又
々
毒
味
致
し
、
銘
々
え
と
申
手
真
似

致
し
候
ヘ
ば
、
南
京
人
銘
々
え
持
あ
る
き
為
呑
申
候
、
日
本
に
て
み
り
ん
酒
の
様
に
有
之
候
、 

其
後
頭

分
の
男
箱
を
持
来
り
、
中
よ
り
猩
々
緋
の
ふ
く
さ
に
包
み
有
之
候
一
物
を
取
出
し
候
、
一
覧
致
し
候
に
、

天
鏡
と
お
ぼ
し
き
八
方
に
遠
鏡
を
籠
の
様
な
る
物
の
内
に
掛
け
て
有
之
を
色
々
動
か
し
、
又
下
に
磁
石

の
様
な
る
一
物
を
臺
に
の
せ
、
合
せ
て
見
て
、
予
あ
や
し
く
存
候
に
付
、
天
鏡
か
と
申
手
真
似
い
た
し
候

へ
ば
、
先
方
手
真
似
に
て
、
し
か
り
と
答
、
予
無
用
に
い
た
し
様
に
日
本
の
法
と
申
手
真
似
に
て
、
右
の
品

仕
舞
候
様
申
候
ヘ
ば
、
其
内
に
右
の
品
損
じ
候
間
、
異
人
右
品
仕
舞
申
候
、 

其
後
頭
分
の
男
参
り
か
様

と
申
手
真
似
に
て
、
予
の
袖
を
引
き
候
に
付
、
松
下
総
守
様
御
内
後
藤
五
八
、
並
に
予
の
船
差
配
の
男
千

助
と
申
者
一
同
に
て
下
の
は
し
ご
の
側
を
傳
下
り
候
得
ば
、
南
京
人
先
案
内
致
し
、
夫
よ
り
三
人
一
同
罷

越
候
へ
ば
、
其
後
に
續
い
て
頭
分
の
男
附
添
来
る
、
二
段
目
え
下
り
候
入
口
は
し
ご
よ
り
下
ら
ん
と
致
し

候
得
ば
、
右
入
口
固
め
居
候
異
人
予
に
向
ひ
、
予
か
刀
え
指
差
し
、
長
く
有
之
間
、
定
じ
や
ま
に
相
成
る

べ
く
と
申
手
真
似
致
し
、
預
け
て
下
え
お
り
、
見
物
い
た
せ
と
申
手
真
似
致
し
候
、
予
も
手
真
似
に
て
、

日
本
法
と
て
帯
す
と
申
し
答
ふ
、
夫
よ
り
南
京
人
一
人
頭
分
の
男
、
並
に
此
方
三
人
に
て
、
二
段
目
え
下

り
一
覧
致
し
候
に
、
小
筒
数
百
挺
、
帆
柱
の
廻
り
に
か
ざ
り
有
之
、
鎗
も
同
様
数
百
本
立
な
ら
べ
て
有
之
、

其
節
頭
分
の
男
小
筒
を
取
て
打
ツ
真
似
い
た
し
、
打
て
後
は
鎗
に
致
と
申
真
似
致
候
、
一
覧
致
し
候
に
す

り
わ
り
無
之
に
付
、
す
り
わ
り
無
之
旨
手
真
似
致
し
候
へ
ば
、
又
す
り
わ
り
有
之
筒
を
取
出
し
候
、 

玉
目
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二
匁
五
分
位
と
存
候
、
鉄
炮
の
長
さ
五
尺
位
、
火
皿
の
処
火
打
石
・
火
打
鉄
有
之
、
引
鉄
を
ひ
き
候
と
す

れ
合
火
出
る
、
鉄
砲
の
先
え
剣
を
附
、
鎗
の
様
に
致
候
、
剣
の
長
さ
二
尺
位
有
之
候
、
右
の
剣
を
平
生
は

皮
の
袋
に
入
て
腰
に
さ
し
居
り
申
候
、
右
の
鉄
炮
打
真
似
、
又
は
鎗
に
い
た
し
つ
か
ひ
候
真
似
な
ど
色
々

様
々
の
真
似
致
候
は
筆
に
て
難
及
候
、
殊
の
外
利
方
に
蓙
候
様
存
候
、
其
節
側
ら
の
槍
一
覧
致
候
処
、
殊

の
外
手
薄
に
有
之
候
間
、
突
く
間
敷
と
申
し
手
真
似
を
致
し
候
ヘ
ば
、
頭
分
の
男
、
南
京
人
に
向
、
何
れ

申
付
候
ヘ
ば
、
南
京
人
か
め
の
ご
と
き
一
物
を
持
出
し
、
予
一
覧
い
た
し
候
に
、
目
は
り
有
之
、
右
南
京

人
ふ
く
面
を
か
け
、
右
の
目
は
り
を
切
、
中
よ
り
先
づ
日
本
に
て
ぎ
ん
出
し
油
の
様
な
る
物
を
匕
に
掛
て

為
見
候
に
付
、
予
側
え
寄
一
覧
致
し
に
来
と
存
じ
候
て
近
よ
り
候
処
、
南
京
人
手
真
似
に
て
無
用
々
々
と

申
候
間
、
予
を
は
じ
め
後
藤
五
八
並
千
助
、
頭
分
の
男
の
側
へ
罷
越
候
ヘ
ば
、
頭
分
の
男
右
の
品
を
槍
に

ぬ
り
て
突
と
い
ふ
真
似
致
し
候
、
右
の
一
物
は
毒
薬
と
相
見
え
申
候
、
夫
よ
り
頭
分
の
男
並
南
京
人
両
人

に
て
、
廊
下
の
様
な
る
処
え
案
内
い
た
し
候
間
参
り
候
処
、
大
の
男
五
人
曲
録
に
腰
を
か
け
、
一
人
は
書

見
い
た
し
居
候
、
二
番
目
の
男
、
予
に
向
、
腕
を
差
出
し
ね
ぢ
り
見
候
様
手
真
似
致
し
候
に
付
、
當
惑
い

た
し
候
へ
共
、
甚
残
念
に
候
間
、
予
の
腕
を
差
出
し
、
予
が
腕
を
ね
ぢ
り
候
得
と
申
真
似
い
た
し
候
ヘ
ば
、

右
の
男
立
上
り
、
予
の
手
を
金
剛
力
を
出
し
ね
ぢ
り
申
候
、
予
其
時
一
生
一
代
の
力
を
出
し
て
が
ま
ん
致

し
こ
ら
へ
申
候
仕
合
や
、
ね
ぢ
れ
不
申
候
、
予
格
外
骨
折
れ
草
臥
申
候
、
夫
に
て
其
処
を
行
過
さ
ん
と
致

し
候
処
、
右
の
五
人
何
れ
バ
ア
バ
ア
申
に
付
、
予
足
を
止
め
、
か
へ
り
見
候
得
ば
、
末
席
に
罷
在
候
男
、

少
々
腹
立
の
顔
色
に
て
眼
玉
を
い
か
ら
し
、
予
を
さ
し
ま
ね
き
候
に
付
、
又
五
人
の
前
に
罷
越
候
得
ば
、

右
末
席
の
男
、
予
の
腕
ね
ぢ
ら
せ
候
様
、
前
の
男
に
ね
ぢ
ら
れ
ず
を
残
念
と
申
し
手
真
似
致
候
て
、
是

非
々
々
ね
ぢ
ら
せ
候
様
頼
み
度
手
真
似
致
し
候
、
考
へ
候
に
最
初
の
男
に
仕
合
せ
と
ね
ぢ
ら
れ
ず
候
を
、

大
仕
合
致
候
を
了
簡
い
た
し
居
候
処
え
、
又
々
末
席
の
男
、
予
が
腕
を
ね
ぢ
ら
せ
る
様
申
か
け
ら
れ
、
當

惑
の
至
、
殊
に
最
初
力
を
出
し
労
れ
候
事
、
右
別
て
難
渋
致
し
候
、
無
是
非
次
第
腕
差
出
し
お
れ
る
迠
は

が
ま
ん
致
さ
ん
と
、
腹
中
に
て
は
神
佛
を
頼
み
居
候
、
右
の
男
最
初
ね
ぢ
れ
ず
候
を
腹
立
故
、
力
聲
を
上
、

予
の
腕
を
ね
ぢ
り
候
、
予
も
又
一
生
け
ん
め
い
の
力
を
出
し
、
異
国
の
人
に
腕
を
ね
ぢ
ら
れ
て
は
残
念
な

り
と
存
、
が
ま
ん
い
た
し
候
、
既
に
あ
や
ふ
く
候
へ
共
、
や
う
や
う
の
事
に
て
こ
ら
へ
申
候
、
ね
ぢ
れ
ず
仕

舞
候
大
仕
合
致
し
候
、
其
節
最
初
に
ね
ぢ
り
候
男
、
手
真
似
に
て
、
予
の
事
を
小
男
に
て
も
ね
ぢ
れ
不
申

と
申
手
真
似
致
し
、
右
五
人
の
異
人
を
は
じ
め
、
頭
分
の
男
・
南
京
人
大
笑
ひ
い
た
し
候
、
予
は
腕
を
出
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し
て
、
も
つ
と
ね
ぢ
て
見
候
、
異
人
の
前
に
差
つ
け
候
得
ば
、
異
人
共
頭
を
ふ
り
、
ね
ぢ
れ
す
と
申
手
真
似

致
候
、
予
も
あ
ま
り
腹
が
立
候
間
、
先
方
に
て
力
ぢ
ま
ん
い
た
し
候
を
、
こ
し
や
く
な
奴
と
存
候
に
付
、

子
供
の
人
差
指
を
ま
げ
動
し
て
、
馬
鹿
々
々
と
申
義
を
真
似
、
先
方
力
じ
ま
ん
致
候
て
も
、
此
男
の
腕
ね

ぢ
れ
ず
と
申
手
真
似
、
右
申
馬
鹿
々
々
と
申
手
真
似
致
し
候
へ
ば
、
異
人
共
頭
の
上
え
手
を
あ
げ
、
先
方

に
て
も
大
笑
ひ
、
此
方
に
て
も
大
笑
ひ
致
候
、
夫
よ
り
頭
分
の
男
と
南
京
人
案
内
に
て
、
武
器
蔵
と
お
ぼ

し
き
処
え
参
り
、
色
々
の
品
一
覧
致
候
処
、
野
中
猪
濃
八
参
り
、
処
々
一
覧
致
候
、
予
後
藤
五
八
え
申
候

は
、
兵
粮
・
玉
薬
・水
一
覧
致
度
、
何
程
有
之
候
哉
、
戦
に
も
及
候
節
は
心
得
方
に
も
相
成
候
か
と
存
候
旨

相
談
い
た
し
候
得
ば
、
五
八
も
落
合
候
に
付
、
頭
分
の
男
に
両
人
に
て
食
事
致
真
似
い
た
し
、
何
方
に
有

之
哉
と
申
候
へ
ば
、
頭
分
の
男
・
南
京
人
、
又
下
の
段
え
案
内
致
し
行
見
候
ヘ
ば
、
番
人
一
人
罷
在
候
、
頭

分
の
男
食
事
の
真
似
致
候
て
指
差
候
に
付
、
予
並
五
八
・
千
助
三
人
に
て
一
覧
致
し
候
へ
ば
、
何
分
あ
げ

板
の
下
に
有
之
、
積
込
有
之
場
は
十
畳
敷
位
に
候
、
右
の
兵
粮
を
為
見
候
様
手
真
似
致
し
候
ヘ
ば
、
南
京

人
取
出
し
見
せ
候
処
、
か
ま
す
の
様
な
る
入
物
に
有
之
、
中
よ
り
出
し
候
は
、
抹
香
の
様
な
る
食
物
と
お

ぼ
し
き
物
を
持
出
し
候
間
、
南
京
人
に
問
、
食
物
に
致
し
候
哉
、
何
に
い
た
し
候
や
と
手
真
似
に
、
南
京

人
中
段
に
上
り
、
菓
子
の
様
な
る
食
物
を
持
来
り
、
右
の
品
に
拵
へ
食
物
に
致
す
と
申
手
真
似
致
し
候
、

右
積
込
あ
れ
ど
も
深
さ
知
れ
ず
候
故
、
五
八
と
相
談
致
し
、
棒
を
差
込
見
候
は
ば
、
大
凡
見
積
も
付
候
か

と
、
南
京
人
に
向
、
棒
を
か
せ
と
手
真
似
致
し
候
へ
ば
、
早
速
に
鎗
の
お
れ
の
様
な
る
を
持
来
候
に
付
、

か
ま
す
の
間
に
差
て
見
候
に
、
四
五
尺
通
り
候
、
側
を
見
候
得
ば
大
成
樽
有
之
に
付
、
何
に
候
哉
と
手
真

似
い
た
し
候
処
、
一
覧
致
し
様
に
付
、
樽
の
内
を
改
め
見
に
、
梅
ず
の
ご
と
き
物
に
有
之
、
此
方
の
醤
油

の
様
な
る
も
の
と
被
存
候
、
予
又
腰
の
兵
粮
を
取
出
し
、
頭
分
の
男
に
為
見
候
て
、
此
品
は
有
之
哉
、
又

外
に
食
物
は
無
之
哉
と
問
候
ヘ
ば
、
上
げ
板
を
為
上
見
せ
候
処
、
二
斗
俵
位
の
入
物
五
六
俵
分
も
有
之

候
、
頭
分
の
男
食
物
此
余
は
生
物
の
外
無
之
候
手
真
似
い
た
し
候
に
付
、
後
藤
五
八
、
水
と
申
字
を
書
、

南
京
人
の
前
に
差
出
し
候
ヘ
ば
、
又
元
の
二
段
目
え
案
内
致
し
候
処
、
大
樽
十
七
八
の
内
七
ツ
ば
か
り
は

水
有
之
候
、
外
は
並
べ
あ
る
ば
か
り
、
又
重
ね
て
有
之
樽
は
数
多
に
御
座
候
、
夫
よ
り
玉
薬
一
覧
致
し
候

に
、
二
段
目
の
と
も
の
方
に
六
畳
敷
程
も
あ
る
べ
き
蔵
の
様
な
る
処
に
、
か
ま
す
の
ご
と
き
物
に
焔
硝
を

入
、
其
数
二
百
余
も
有
之
べ
く
や
と
被
存
候
、
又
玉
と
申
候
得
ば
、
大
筒
玉
は
日
本
人
見
る
通
上
段
に
有

之
外
は
無
之
、
大
筒
玉
は
五
六
百
可
有
之
や
と
被
存
候
、
小
筒
玉
は
素
麺
箱
の
ご
と
く
な
る
入
置
、
箱
数
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三
ツ
、
其
内
壱
箱
は
半
分
程
有
之
候
、
夫
よ
り
以
前
の
上
段
の
高
き
処
え
登
り
候
、
佐
治
政
記
一
二
三
よ

り
十
迠
書
認
、
南
京
人
に
向
、
右
の
一
二
を
よ
み
問
、
一(

イ
チ)

二(

ニ)

と
よ
み
候
得
ば
、
南
か
ぶ
り
を

振
、
又
一(
イ
チ)

二(

ジ)

と
よ
み
候
て
も
、
か
ぶ
り
を
振
候
、
南
夫
よ
り
讀
み
聞
か
せ
候
は
、
一
を
イ
ッ
ケ

ン
、
二
を
リ
ヤ
ン
と
、
拳
の
言
に
て
有
之
、
側
に
野
中
猪
野
八
罷
在
て
、
南
二(

リ
ヤ
ン)

迠
申
し
、
三
よ
り

十
迠
指
を
折
り
て
、
彼
よ
り
先
に
早
く
よ
み
仕
舞
候
ヘ
ば
、
恐
れ
候
様
子
に
御
座
候
、
夫
よ
り
猪
野
八
と

両
人
に
て
黒
ん
坊
の
側
へ
罷
越
、
能
々
見
候
処
、
頭
は
ち
ぢ
れ
毛
に
て
、
耳
に
金
の
○
を
は
め
居
候
、
黒

き
は
油
薬
の
様
な
る
物
を
ぬ
り
付
居
候
様
に
見
受
け
、
何
れ
ぬ
り
た
る
か
と
手
真
似
致
し
候
へ
ば
、
黒
ん

坊
は
笑
居
候
、
猪
濃
八
指
を
口
中
に
て
し
め
し
、
黒
ん
坊
の
手
を
こ
す
り
候
得
ば
、
油
薬
の
様
な
る
物
は

げ
て
白
く
相
成
候
、
黒
ん
坊
を
は
じ
め
異
人
共
大
勢
大
笑
ひ
致
し
候
、
何
の
た
め
に
ぬ
り
居
る
哉
解
せ
不

申
候
、 

異
人
共
此
方
一
統
え
向
、
ダ
チ
ン
コ
と
申
し
、
色
々
の
品
を
持
出
し
候
処
、
其
訳
一
向
相
分
不
申

候
処
、
南
京
人
来
り
て
賣
買
と
書
認
め
候
、
そ
れ
に
て
取
替
呉
候
と
申
事
と
承
知
致
し
、
取
替
の
義
は
日

本
の
法
に
て
不
致
趣
を
手
真
似
に
て
相
断
候
、
南
京
人
セ
ツ
ベ
ン
と
大
金
銭
等
を
取
出
し
ゼ
ツ
ヘ
ン
ゼ
ツ

ヘ
ン
と
申
し
、
日
本
人
に
遣
し
候
と
申
手
真
似
に
付
、
是
又
同
様
不
貰
旨
相
断
候
、
南
京
人
丹
下
左
市
に

向
、
お
し
い
お
し
い
と
申
、
歳
を
問
に
、
右
の
手
を
ひ
ら
き
、
左
の
指
に
て
右
の
指
の
通
り
を
横
に
は
ら
ひ
、

五
十
位
か
と
云
、
左
市
手
真
似
に
て
答
、
南
健
と
申
真
似
致
し
、
又
南
下
曽
根
董
に
向
、
両
手
を
ひ
ろ
げ

て
片
手
を
ひ
ろ
げ
、
十
五
位
か
と
問
、
董
手
真
似
致
し
、
年
の
数
を
答
、
南
誠
に
ち
さ
し
と
手
真
似
い
た

し
、
側
の
董
の
歳
位
の
異
人
を
指
し
、
又
董
に
指
差
し
、
両
手
に
て
同
じ
と
申
す
真
似
致
て
、
是
は
同
歳

と
相
見
え
申
候
、
右
の
異
人
は
予
よ
り
七
八
寸
も
身
の
丈
高
く
候
、
乍
去
面
形
は
子
供
の
様
に
有
之
候
、

夫
よ
り
異
人
夜
分
に
相
成
候
間
、
寝
る
と
申
真
似
致
し
、
首
を
か
ゝ
れ
候
も
斗
り
不
知
と
真
似
致
し
、
此

方
一
統
え
異
船
よ
り
下
り
呉
候
様
、
是
は
用
心
の
為
め
と
手
真
似
致
し
候
、
其
の
内
又
二
段
目
の
方
よ
り

鉄
砲
先
へ
剣
を
付
、
大
勢
参
り
此
方
一
統
の
後
え
廻
り
、
右
の
鉄
炮
を
横
に
な
し
、
押
出
さ
ん
と
致
候
に

付
、
乗
上
内
人
数
斗
は
此
船
に
置
呉
候
様
、
此
船
夜
の
内
に
沖
へ
乗
出
し
候
も
難
計
に
付
、
成
べ
く
乗
船

致
し
居
度
と
、
色
々
手
真
似
致
し
候
て
も
一
向
に
聞
入
申
さ
ず
、
其
内
先
方
少
々
荒
立
る
様
に
付
、
御
番

頭
え
右
の
段
申
遣
し
、
如
何
可
致
哉
と
聞
合
候
内
、
猶
々
異
人
あ
ら
立
候
に
付
、
一
統
異
船
よ
り
下
り
申

候
、
予
と
藤
井
新
八
郎
両
人
残
り
、
異
人
頭
分
の
男
に
向
、
両
人
斗
り
も
此
船
に
為
居
呉
候
様
申
候
得
共

聞
入
不
申
、
荒
々
敷
は
ア
は
ア
と
申
候
、
外
の
異
人
予
に
向
、
今
朝
御
船
印
を
持
上
り
候
、
此
船
え
入
国
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の
器
を
上
げ
候
は
法
に
無
之
、
さ
れ
ど
も
日
本
の
法
に
ま
か
せ
て
上
げ
さ
せ
候
、
其
様
申
事
は
聞
訳
呉
候

様
船
の
法
に
無
之
旨
手
真
似
致
し
候
、
右
の
利
を
被
申
當
惑
致
し
候
内
、
御
番
頭
よ
り
異
人
荒
立
候
て

は
不
宜
間
、
異
船
よ
り
下
候
様
申
越
候
に
付
下
り
候
、
後
に
て
自
分
の
陣
羽
織
を
見
候
得
ば
、
見
返
に
刃

物
に
て
切
候
様
切
れ
居
候
、
是
は
定
め
て
異
船
へ
飛
乗
候
節
か
、
又
予
と
新
八
郎
異
船
よ
り
下
り
候
様
に

と
申
節
、
鉄
炮
の
鎗
横
に
致
し
押
し
候
時
、
穂
に
て
切
れ
候
義
と
被
存
候 

一
異
人
ど
も
日
本
々
々
と
申
、
鏡
一
面
持
ち
出
し
為
見
候
、
並
の
鏡
に
御
座
候
、
裏
に
な
ん
て
ん
の
図
あ 

 

 
 

り
、
藤
原
政
清
と
銘
有
之
、
如
何
し
て
所
持
候
哉 

一
日
本
々
々
と
日
本
の
繪
図
と
お
ぼ
し
き
を
持
出
し
見
候
、
横
文
字
不
知
申
、
只
日
本
々
々
と
申
繪
の 

 
 

形
も
日
本
の
国
の
様
に
覚
え
候 

一
歳
取
り
候
人
を
お
ぢ
い
と
申
、
又
日
本
と
申
す
、
又
物
を
見
せ
よ
と
云
ふ
事
を
見
せ
へ
と
申
、
法
式
を 

 
 

法
と
申
候
、
此
の
日
本
の
言
葉
と
同
様
に
有
之
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河
越
藩 
内
池
武
者
右
衛
門
記
之 

 
 是

は
異
船
え
乗
上
り
候
に
付
、
船
中
が
有
様
を
文
字
文
章
を
か
ざ
ら
ず
、
其
侭
に
書
記
し
、
家
え
蔵
し
子

孫
に
残
し
置
か
ん
と
欲
す
る
の
み 

 
 

 
 

弘
化
三
丙
午
年
閏
五
月
廿
七
日
渡
来
異
船
の
覚 

 
 
 

北
亜
米
利
加
州
の
内
は
テ
ソ
ン
地
国
に
は
ホ
ス
ト
ン 

大
船 

長
四
十
二
間
五
分 

幅
九
間
二
分 

船
号
エ
ム
リ
ユ
ム
ヒ
ユ
ス 

 
 
 
 

水
深
さ 

六
間
四
分 

水
上
高
さ
四
間
二
分
五
厘
也 

中
墻 

長 

三
十
五
間
二
分 

艫(

ト
モ)

墻 

長 

二
十
八
間
八
分 

表
墻 

長 

二
十
四
間 

同
出
し
墻 

十
三
間
七
分
厘 

艀 
 
 

大
小 

九
艘 

 
 
 

人
数 

八
百
人 

将
官 

姓 

エ
ー
ム
ス 

 
 

名 

ビ
ッ
ケ
ン 

 

年
七
十 

副
将 

姓 

タ
ム
ス 

 
 
 
 

名 

ウ
イ
メ
ン 

 

年
三
十 

 

外
一
人
副
将
病
気
の
由
、
姓
名
不
知
、
其
外
士
官
兵
卒
役
々
有
之
外
水
夫 
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大
砲 

八
十
六
挺 

但
左
右
三
段
の
間 

 
 
 

内 

ボ
ン
ベ
ン 

六
十
四
挺 

ロ
ト
ン
仕
掛
船
玉
分
量 

凡
そ
八
貫
目 

小
筒 
八
百
挺 

鉛
玉
分
量
八
匁
位 

但
ハ
ン
ヨ
ネ
ツ
ト
附
有
之 

短
筒 

剣 

一
人
一
挺
宛 

素
鎗
数
百
本
有
之 

小
船 

長 

二
十
二
間
四
分 

幅 

五
間
九
分
五
厘 

船
号
ウ
リ
ン
セ
ン
ス 

水
深 

四
間
二
分
五
厘 
水
上
高 

二
間
七
分
三
厘
也 

艀 

大
小 

五
艘 

人
数 

二
百
人 

将
官 

姓 

ハ
イ
レ
ム
ホ
ー
ン 

年
四
十
六 

副
将 

チ
ヤ
ト
ル
ス
ツ
ケ
ン
セ
ス 

 

其
外
役
々 

大
船
同
断 

大
炮 

二
十
四
挺 

但
左
右
一
側
備
内
ポ
ン
ベ
ン
鉛
玉
分
量 
凡
六
貫
目 

小
筒 

二
百
挺 

玉
目
大
船
同
断 

短
筒
・剣
其
外
大
船
同
断 

去
巳
四
月
彼
の
六
月
国
元
開
帆
、
十
二
月
廿
九
日
清
廣
東
着
岸
通
商
取
結
、
午
四
月
三
日
廣
東
開
帆
、
ア

モ
イ
、
ハ
イ
二
ツ
ホ
ウ
等
所
々
入
津
、
二
ツ
ホ
ウ
出
船
よ
り
當
所
着
岸 

 
 

 
 
 

諭
文 

此
度
我
国
と
交
易
い
た
し
度
旨
願
ふ
と
い
へ
ど
も
、
我
国
は
新
に
外
国
と
通
信
通
商
を
ゆ
る
す
事
堅
く

国
禁
に
て
許
ざ
る
事
な
る
故
に
、
早
々
帰
帆
致
す
べ
し
、
先
年
よ
り
度
々
通
商
を
願
ふ
国
ど
も
あ
れ
ど
ゆ

る
さ
ず
、
其
国
と
て
も
同
様
の
事
な
れ
ば
、
此
後
幾
度
来
り
願
ふ
と
も
無
益
の
事
な
り
、
勿
論
外
国
の
事

は
長
崎
に
て
あ
つ
か
ふ
国
法
に
て
、
此
地
は
外
国
の
事
に
あ
づ
か
る
所
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
願
ひ
申
旨
あ
り

と
も
、
こ
ゝ
に
来
り
て
は
通
せ
ざ
る
間
、
再
爰
に
来
る
事
な
か
れ 

 
 

 
 
 

御
請 

御
當
国
に
於
て
外
国
の
通
船
商
不
被
為
成
御
免
之
趣
、
今
般
御
書
付
を
以
て
被
仰
奉
畏
候
、
就
て
は
風

順
次
第
早
々
出
帆
可
仕
候
、
此
段
御
請
奉
申
上
候 

 
 

暦
数 

千
八
百
四
十
六
年 
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船 

ユ
リ
ユ 

 

ム
ヒ
ユ
ス  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ビ
ッ
ケ
ン 

右
の
通
り
和
蘭
語
に
無
之
候
に
つ
き
大
意
和
解
仕
奉
差
上
候
、
以
上 

 
 
 

午
六
月
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀 

達
之
助 

 
 

 
 
 

黒
船
へ
下
さ
れ
物 

一
水 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
薪 

 
 
 
 
 

松
大
方
六
千
本 

一
梨
子 

 
  

二
百 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
李 

 
 
 
 
 

二
千 

一
り
ん
ご 

 

二
千
二
百
五
十 

 
 

一
大
根 

 
 
 

千
六
百 

一
唐
茄
子 

 

百
二
十
五 

 
 
 
 
 

一
に
ん
じ
ん 

五
十
八
本 

一
菜 

 
 
 
  

百
把 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
茄
子 

 
 
 

千
二
百
五
十
二 

一
隠
元 

 
 
 

八
斗
九
升 

 
 
 
 
 

一
白
瓜 

 
 
 

百
十
二
本 

一
青
瓜 

 
 
 

百
五
十
七
本 

 
 
 

一
薩
摩
芋 

 
 

十
四
貫
二
百
目 

一
大
真
桑
瓜 

百
三
十 

 
 
 
 
 
 

一
玉
子 

 
 
 

二
千
三
百
五
十 

一
鶏 

 
 
 
 
 

四
百
二
十
四
羽 

 

一
籾 

 
 
 
 
 

七
俵 

一
小
麦 

 
 
 

二
俵 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
白
米 

 
 
 

一
俵 

一
竹
細
工
籠 

大
小
十
七 

 
 
 
 

一
鰤 

 
 
 
 
 

十
本 

一
砂 

 
 
 
 
 

三
升 

 
 

〆
二
十
五
品
（マ
マ
） 

 
 

 
 
 

近
国
諸
家
人
数
出
帳 

野
比
村
海
岸
軍
船 

 
 

大
久
保
加
賀
守 

湊
口
燈
明
堂
嶋
陸
固 

 

保
科
能
登
守 

平
根
崎
海
岸 

 
 
 
 
 
 

酒
井
安
藝
守 

千
駄
浦
海
岸 

 
 
 
 
 
 

稲
葉
兵
部
大
輔 

弘
化
三
丙
午
年
壬
五
月
二
十
七
日
着
岸
、
同
六
月
七
日
出
帆 
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大
船
の
方 

 
一
番
乗 

船
中
組
尾
瀬
善
七 

 
 
 

二
番
乗 

浦
賀 

 

三
番
乗 
宇
佐
美
八
之
平 

 
 
 
 

四
番
乗 

下
曽
根
三
左
衛
門 

小
船
の
方 

 

一
番
乗 

右
よ
り
乗 
木
村
孫
市 

橋
本
源
美 

藤
井
新
八
郎 

 

二
番
印
上
ル 

左
よ
り
乗 
福
垣
轍 

今
唯
五
郎 

高
瀬
亀
五
郎 

松
下
鉄
之
助 

 

二
番
乗 

一
番
印
上
ル 

内
池
武
者
右
衛
門 

高
岩
国
治 

丹
下
左
市 

丹
下
右
衛
門
八 

長
崎
九
兵
衛 

松
下
嘉
太
夫 

野
中
猪
濃
八 
下
曽
根
薫 

高
須
綱
三
郎 

高
石
斧
太
郎 

佐
治
政
記 

 

三
番
乗 

松
下
総
守
様
御
内 

後
藤
五
八 
志
村
久
右
衛
門 

 

四
番
乗 

浦
賀 

江
原
操
蔵 

石
山
佐
之
丞 

今
西
完
十
郎 

 

 
 
 
 
 

従
是
次
第
々
々
に
押
乗 

 
 弘

化
三
丙
午
年
六
月
二
十
九
日
異
船
渡
来
の
節
覚
書 

 
 六

月
廿
九
日
の
暁
、
烈
風
厳
敷
雨
ま
た
篠
つ
く
が
ご
と
く
空
暗
く
、
何
か
物
す
ご
く
海
波
△
る
き
震
動
と

も
覚
え
て
、
お
そ
ろ
し
く
候
処
に
異
船
渡
来
々
々
と
大
騒
動
に
て
罵
り
罵
り
、
最
早
間
近
く
乗
入
り
た
り

と
さ
わ
ぐ
人
計
な
れ
ば
、
こ
は
た
ま
ら
じ
と
い
ま
だ
朝
喰
も
食
ふ
る
い
と
ま
な
か
り
け
れ
ば
、
其
侭
鎗
お

つ
と
り
走
り
出
、
海
岸
に
止
ま
り
け
る
に
、
風
雨
強
く
し
て
目
も
開
き
見
る
事
も
な
り
難
く
、
雨
の
面
に

當
る
は
小
石
を
打
か
く
る
ご
と
く
に
し
て
、
目
も
ひ
ら
き
が
た
く
海
岸
に
船
一
艘
も
な
か
り
け
れ
ば
、
こ

は
何
故
に
船
な
き
か
船
を
出
せ
出
せ
と
よ
ば
は
り
け
れ
ば
、
船
士
の
面
々
相
集
ま
り
、
如
此
大
波
に
船
容

易
に
出
し
候
て
は
巌
石
に
て
船
打
砕
け
、
人
も
鱗
の
餌
に
な
り
申
也
と
各
答
お
そ
れ
唯
波
を
見
、
異
船
何

方
に
あ
る
や
と
一
同
沖
の
方
を
に
ら
み
見
る
に
、
異
船
も
荒
波
に
隠
れ
て
は
あ
ら
は
れ
出
る
有
様
に
て

さ
だ
か
な
ら
ず
、
殊
に
風
波
あ
ら
く
し
て
雨
は
篠
を
つ
く
ご
と
く
強
く
、
霧
深
く
し
て
闇
夜
の
ご
と
く
な

れ
ば
、
中
々
小
船
に
て
は
少
し
も
乗
出
し
が
た
き
体
な
れ
ば
、
船
士
も
顔
色
を
変
じ
た
め
ら
ひ
お
そ
れ
し

容
体
也
け
れ
ば
、
己
れ
等
恐
る
ゝ
な
船
出
せ
出
せ
と
大
音
に
罵
り
け
れ
ば
、
小
船
三
艘
出
し
け
れ
ば
、
い

ざ
こ
ぎ
は
た
せ
と
乗
入
々
々
す
ゝ
め
と
下
知
を
な
し
、
山
の
ご
と
き
大
波
を
物
の
数
と
も
せ
ず
進
み
、
か
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の
小
船
の
前
後
左
右
に
高
山
ご
と
き
大
波
ゆ
れ
来
り
、
み
ぢ
ん
に
砕
く
勢
ひ
に
て
あ
び
せ
か
ゝ
り
候
故
、

進
む
毎
に
大
波
水
船
に
打
こ
み
け
れ
ば
、
頭
よ
り
あ
び
る
波
水
よ
り
船
中
の
水
次
第
に
満
ち
、
今
は
船
し

づ
み
覆
ら
ん
と
す
る
故
に
、
船
士
等
と
て
も
難
計
危
し
危
し
と
言
な
が
ら
、
各
桶
を
以
て
船
中
に
満
来
る

水
を
汲
出
し
汲
出
し
進
む
と
言
へ
ど
も
、
中
々
進
む
に
は
か
ど
ら
ず
、
浪
間
よ
り
あ
ら
は
れ
出
た
る
異
船

に
す
は
近
付
た
り
、
い
そ
げ
進
め
と
エ
ヒ
エ
ヒ
聲
を
上
げ
、
沖
中
大
浪
の
処
に
て
側
異
船
に
乗
着
た
り
、

時
に
は
る
か
西
の
方
を
見
れ
ば
、
松
並
木
と
覚
え
て
見
え
し
か
ば
、
あ
れ
は
何
国
な
り
や
と
問
ふ
に
、
船

士
は
大
磯
の
松
並
木
な
り
と
云
、
然
ら
ば
此
所
は
大
磯
の
沖
か
と
云
ふ
に
、
も
は
や
三
嶋
よ
り
は
里
程
七

八
里
も
乗
来
り
し
な
り
、
此
と
き
異
船
人
も
閏
五
月
二
十
七
日
来
り
し
と
は
こ
と
な
り
、
此
度
の
船
は
お

ら
ん
だ
の
内
て
は
ね
ま
ろ
く
と
云
処
な
り
と
、
や
は
り
か
は
ら
ず
軍
船
に
て
、
大
筒
三
十
挺
余
備
へ
、
小

筒
何
程
と
も
数
知
れ
ず
、
異
人
三
百
余
人
乗
居
た
り
、
大
将
と
覚
し
き
は
別
間
に
位
義
を
正
し
居
た
り
し

か
、
其
え
は
中
々
一
人
も
不
入
、
唯
ハ
ア
ハ
ア
と
の
ゝ
し
り
さ
わ
ぎ
け
る
、
案
ず
る
に
風
波
荒
く
船
止
が

た
く
如
何
と
も
風
あ
し
く
荒
ら
荒
ら
し
く
沈
み
く
つ
が
へ
ら
ん
と
す
る
を
、
あ
は
て
騒
ぐ
様
子
に
て
乗
入

た
る
人
に
も
其
事
を
知
る
な
り
、
は
や
と
あ
せ
り
騒
ぐ
に
て
、
お
り
よ
お
り
よ
あ
ぶ
な
し
と
云
事
と
見
え

た
り
、
や
が
て
通
弁
右
の
危
き
よ
し
、
且
つ
異
人
風
波
の
荒
き
に
恐
れ
頻
り
に
帰
帆
を
い
そ
ぎ
け
れ
共
、

我
等
乗
船
の
面
々
中
々
不
退
故
迷
惑
し
、
日
本
人
を
損
せ
ん
事
を
な
げ
き
思
ふ
と
云
程
な
れ
ば
、
無
余

義
船
よ
り
下
の
風
波
荒
き
故
、
は
や
異
船
よ
り
程
へ
だ
た
り
、
予
が
船
先
の
小
ぶ
ね
え
下
曽
根
三
左
衛
門

乗
居
た
り
し
が
、
何
や
ら
ん
異
船
よ
り
煙
気
空
に
上
り
候
様
見
け
れ
ば
、
ヤ
イ
下
曽
根
下
曽
根
異
船
に
煙

気
の
上
た
る
様
な
り
と
よ
ば
り
け
れ
ば
、
下
曽
根
居
丈
高
に
な
つ
て
異
船
の
煙
気
は
大
筒
打
と
覚
え
た

り
、
ヤ
ヨ
の
が
す
な
内
池
内
池
と
と
も
に
進
み
て
打
破
れ
打
砕
け
と
大
音
に
の
ゝ
し
り
、
た
と
へ
此
身
は

微
塵
に
な
る
共
、
の
が
す
な
追
打
に
打
破
れ
と
勇
み
進
み
し
勢
ひ
、
鉄
城
も
破
れ
か
し
と
大
風
波
の
恐
れ

な
く
、
小
船
の
先
に
鎗
を
杖
と
し
つ
ゝ
立
あ
が
り
、
大
音
に
よ
ば
は
り
、
か
く
は
古
戦
場
の
勇
将
を
知
ら

ざ
る
か
、
海
陸
の
決
戦
に
士
卒
を
進
め
手
負
血
監
の
其
侭
に
て
歌
を
よ
み
し
事
あ
り
、
我
等
将
に
は
あ
ら

ざ
れ
共
、
此
荒
浪
に
小
船
に
て
異
船
に
向
ふ
勢
ひ
は
、
昔
八
島
段
の
浦
に
異
な
る
ま
じ
、
戦
猛
く
不
為
と

も
風
烈
強
雨
の
有
様
は
八
島
の
浦
に
異
な
る
ま
じ
と
言
葉
の
下
よ
り
も 

 
 
 
 

玉
棚
に
這
ふ
子
這
は
せ
て
見
や
う
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
曽
根
三
左
衛
門 
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と
よ
ば
は
り
よ
ば
は
り
あ
と
つ
け
よ
、
内
池
内
池
と
大
音
に
呼
は
り
け
れ
ば 

 
 
 
 

む
か
ふ
筒
さ
き
船
を
か
す
り
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
池
武
者
右
衛
門 

又 

 
 
 
 

こ
ほ
ろ
ぎ
の
な
が
し
の
下
の
聲
々
に 

と
附
た
り
、
は
や
異
船
は
走
り
出
し
、
其
早
き
事
あ
た
か
も
鳥
の
飛
ぶ
が
ご
と
く
、
あ
ら
浪
に
乗
船
し
て

下
曽
根
氏
の
勇
士
の
勇
士
に
や
は
り
劣
る
ま
じ
と
思
ふ
、
是
書
帳
致
し
苦
し
み
候
、
有
の
侭
を
記
し
家
に

蔵
せ
ん
と
す
る
の
み 

 
 

 
 
 
 
 

嘉
永
五
年
壬
子
十
月 

 
 
 
 
 
 

川
越
藩
中
従
内
池
氏
か
り
受
書
写
、
従
三
宮
山
か
り
書
写
す 

 
 

 
 
 
 
 

嘉
永
五
年
壬
子
十
二
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

薬
王
山 

 
 

 
 
 
 
 

昭
和
十
一
年
六
月
十
七
月 

 
 
 
 
 
 

菅
原
一
氏
よ
り
借
覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

峯
岸
久
治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写
之 


